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山形市立桜田小学校

山形の冬を楽しむ
山形で暮らすには、雪とつきあっていかなければなりま

せん。多くの大人にはやっかいに思われる雪ですが、子ど

もたちは大好き。この冬は暖かく、雪が積もる日はごく稀

でしたが、チャンスがあればすぐ雪と戯れました。

本校では、行事として１・２年生が自然の家での「雪上

教室（前号で紹介）」を、３・４年生が「スキー教室」を実

施しています。

３・４年生 スキー教室（蔵王温泉スキー場：横倉）

2月16日（金）・2月22日（木）
1回目。好天に恵まれました。インストラクターの方々の

適切な指導のおかげで、めきめきと上達しました。自分で

操作できるようになった嬉しさ、スピードの快感などを味

わい、「楽しかったです。ありがとうございました」と、ス

キー場を後にしました。

2回目は、まずまずの曇り空。前回とは違い、しめった重

い雪が積もったゲレンデを滑りました。2回目となると子ど

もの姿は全く違います。前回は涙を流した子が、自信満々

で滑り降りてくるではありませんか（3年生）。きれいなト

レーンで弧を描きながらすべり降りてくる班も（4年生）。

スキーの楽しさ（日常では味わえない“滑る感覚やスピ

ード感”を味わう、山の上から見る眺めのよさや雪山の美

しさに感動する、仲間との語らい などなど）を存分に味

わうことができました。

世界に誇れるスキー場のすぐ近くに住む子どもたち。「ス

キーって楽しい！ 蔵王って、いいところ！」という思いを持ってもらいたいです。（山形市

からは、スキー振興を支える意味で、スキー教室への補助金を出していただいています。あり

がとうございます。）

５年生 喫煙防止教室 2月14日（水）
「これからの若い人は、たばこを吸わないようにしよう！」このよ

うな願いで、学校で地道に続けている健康教育です。今回は５年生を

対象にした講話です。県喫煙問題研究会の方をお招きしました。

たばこの害は誰もが知っていること。「一度吸ったらやめられなくな

る。手を出さないこと」というメッセージが染み渡りました。

「そんなに悪いものなら、どうして売っているのですか」子どもの

素朴な質問があります。「嗜好品の一つなので」と、大人としての苦し

い答弁しかありません。

【子どもを受動喫煙から守ろう！】と、山形

市の条例があります（令和３年３月１日施行）。

社会全体で、「これからの人」を守っていきま

しょう。

山形市子どもの受動喫煙防止条例 検索



記念樹のプレートを設置しました

昨年の６月、３２周年創立記念式で子どもたちに紹介しま

した。時が過ぎると忘れ去られてしまうことがあるため、こ

のたび、プレートを設置しました。以下は、創立記念式の時

に話した内容です。

（略）１０周年記念“キンモクセイ”（昇降口前）

３０周年記念“雲梯”（グラウンド）

（略）あまり知られていない「記念の樹木」があります。

これは、「福島県との交流があったことを、忘れずにいて

ほしい。桜田小で暮らす子どもたちに伝えたい」という思い

から、令和２年の３月に植えられた「桜の木」です。どこに

あるかというと、体育館の出入り口から見て目の前。今は使

われていない「池」のあとの左側、１年生と６年生が畑にし

ているところにあります。

「福島県との交流」－どういうことでしょう。紹介します。

2011年（平成２３年）３月１１日、東日本大震災がありま

した。その被害のことは、今、語り尽くすことはできません。

今ここでは、福島の人たちの「避難」について触れます。

東京電力福島第一原子力発電所が津波に襲われ、放射線の被害が心配されるため、発電所近く

に住む多くの人が、どこかに移り住まなければならなくなったのです。その「どこか」の一つに、

山形市を選び、山形市に移り住み、そして、桜田小学校に通う子どもたちがいたのです。「平成

２４年度の福島からの避難児童は４９名」という記録が残っています。山形市内の小中学校で、

桜田小が一番多かったそうです。

避難してきた子どもたちのために、福島県

の先生もやってきました。福島の子どもたち

が山形で暮らすということで、その福島の先

生も山形に移り住み、桜田小学校でお仕事を

なさったのです。

平成２４年度から平成３０年度まで、７年

間、４人の先生が入れ替わりで桜田小で過ご

しました。避難していた子どもたちが福島に

戻り、だんだん減っていったので、桜田小に

派遣される先生は、平成３０年度が最後の１

年となりました。その最後の先生は「田島裕

司先生」。今の６年生が入学した年で最後だ

ったのですが、１年生だった頃、田島先生、

覚えていますかねぇ。

このような、福島との交流があったのだよ

と、後の人たちに伝えたい、何かしら形に残

したいという思いで、桜を植えたのだと、伝

えられています。

桜田小学校の３２回目の誕生日に際し、つ

ないでおきたい「あまり知られていない桜田

小の歴史 － 福島との交流」についてお話

ししました。（略）

このたび設置したプレート
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児童の活躍

体 操 ６年 Ｓ・Ｒ（山形ジュニア体操クラブ）

第35回山形市ジュニア体操競技選手権大会

女子Ｂクラス

跳馬 第４位 平均台 第８位

ゆか 第７位

スケート ６年 Ｔ・Ｍ

第22回山形市長杯スピードスケート競技会

小学高学年男子 ５００ｍ 第１位

１０００ｍ 第２位

第22回山形県スピードスケート競技会

男子 ５００ｍＳ 第２位

１０００ｍＳ 第１位

剣 道 ４年 Ｓ・Ｙ（南沼原剣道）

山形市剣道連盟 寒稽古納会

小学校低学年女子の部 第３位

桜田ミニバスケットボールスポーツ少年団女子

第64回ビクトリー杯大会 【第２位】


